
市民1人あたりが納めるお金…1 1 7 , 5 3 7円

個人市民税

47,960円

固定資産税(土地・家屋)

57,156円

軽自動車税(種別割)

3,467円

市たばこ税

8,954円

※令和4年3月1日現在の人口60,136人で計算
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5億2,942万円

4億2,800万円

1億9,833万円

1億7,000万円

1億6,045万円

1億5,000万円

5,000万円

  4,500万円

4,000万円

3,727万円

3,000万円

2,700万円

2,600万円

670万円

360万円

諸収入

寄附金

使用料及び手数料

法人事業税交付金

分担金及び負担金

繰越金

地方特例交付金

繰入金

株式等譲渡所得割交付金

財産収入

環境性能割交付金

ゴルフ場利用税交付金

配当割交付金

交通安全対策特別交付金

利子割交付金

　令和４年度の市の予算が２月定例会議で決定しました。予算

の規模は、一般会計が243億7,300万円（前年度に比べて7.1％

増）、国民健康保険など６つの特別会計191億7,438万2千円（前

年度に比べて2.4％増）との合計は、435億4,738万2千円です。

　令和４年度の市政運営に当たり、予算について概要をご

紹介いたします。

　近年は、時代が大きく変化し、ニーズも多様化してきて

います。そのような今、持続可能な自治体として勝ち残る

ために必要なことは、常に柔軟に変化し続けることだと考

えます。

　そこで、令和４年度当初予算は「次の時代へ躍進する予

算」として策定しました。これまで取り組んできた業務を

そのまま継続するのではなく、必要な事業は継続しつつ、

新たな課題にもしっかりと対応していきます。

　その一例として、ワクチン接種の推進等の新型コロナウ

イルス感染症対策にしっかり取り組むとともに、道の駅整

備、産業団地整備に向けた調査等、にぎわい・雇用・自主

財源創出へ向けての先導的事業を盛り込みました。

　今後も様々な課題に柔軟に対応していくべく、諸施策を

講じ、市政運営に全力を尽くしてまいりたいと考えており

ますので、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

常総市長 神達　岳志

一般会計の歳入

40億4,771万円40億4,771万円
38億5,000万円38億5,000万円

その他(7.8%)

19億177万円

市税(38.2%)市税(38.2%)

93億679万円93億679万円

国庫支出金(16.6%)国庫支出金(16.6%)
地方交付税(15.8%)地方交付税(15.8%)

県支出金(7.2%)県支出金(7.2%)

17億4,584万円17億4,584万円

市債(7.1%)市債(7.1%)

17億3,310万円17億3,310万円

地方譲与税(1.3%)

3億1,779万円

歳入合計

243億7,300万円

地方消費税交付金(6%)地方消費税交付金(6%)

14億7,000万円14億7,000万円

▷



市民1人あたりに使われるお金…4 0 5 , 2 9 8円

民生費

148,361円

総務費

48,477円

土木費

58,585円

教育費

32,095円

その他(公債費、衛生費など)

117,780円
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一般会計の歳出

民生費(36.6%)民生費(36.6%)

89億2,181万円89億2,181万円

歳出合計

243億7,300万円

土木費(14.4%)土木費(14.4%)

35億2,306万円35億2,306万円
公債費(12.1%)公債費(12.1%)

29億5,406万円29億5,406万円

総務費(12%)総務費(12%)

29億1,523万円29億1,523万円

教育費(7.9%)教育費(7.9%)

19億3,009万円19億3,009万円

衛生費(6.7%)衛生費(6.7%)

16億3,095万円16億3,095万円

消防費(5%)

12億1,179万円

農林水産業費(3.5%)

8億4,495万円
その他(1.8%)

4億4,106万円

2億4,022万円

1億6,050万円

3,000万円

1,034万円

議会費

商工費

予備費

労働費
　予算は教育・福祉や道路・公園

の整備など、主に市の基本的な行

政サービスを行う「一般会計」と特

定の目的のための会計で国民健康

保険税など特定の収入があり、一

般会計から切り離して、その収入・

支出を経理する「特別会計」とに分

かれています。

特別会計予算

特別会計項目 ４年度予算額 ３年度予算額
対前年度

伸び率(％)
主な事業

国民健康保険 67億6,990万円 65億5,978万円 3.2 保険給付費 46億7,950万円

後期高齢者医療 14億3,609万円 13億6,880万円 4.9 広域連合納付金 14億1,162万円

介護保険 55億　126万円 52億9,981万円 3.8 保険給付費 51億8,736万円

介護サービス 1,790万円 1,687万円 6.1 指定介護予防支援事業費 959万円

水道事業 21億1,537万円 22億2,706万円 △5.0 水道設備拡張事業等建設改良費 2億4,251万円

下水道事業 33億3,386万円 32億5,995万円 2.3 公共下水道管渠費等建設改良費 11億3,873万円

合計 191億7,438万円 187億3,227万円 2.4

問い合わせ＝ 行財政改革課（内線3511）

　市では、予算について毎年４月号でお知らせするほか、市の財政がどのような状態にあるのかをご理解いただくために、

財政事情書を公表しています。

　予算・決算などについて詳しくお知りになりたい方は、お問い合わせください。

◁



令和４年度に実施する

主 な 事 業 
子
子育て支援子育て支援

♦訪問型家庭教育支援事業

63万円

　外国にルーツを持ち、言

葉や習慣の違いなどから孤

立してしまう家庭を主な対

象に、支援員による支援を

通じて家庭の安定と子ども

の成長を支えます。

あなたと大切な人を守るためにコ
コロナ対策コロナ対策

♦新型コロナウイルスワクチン接種事業費
1億8,915万円

　５歳から11歳までの小児分を含む新型コロナウイルスワクチン接種費用及び事務

経費です。

安心して子どもを生み育てる

ことができるまちづくり

♦民間認定こども園建設補助金
1億9,549万円

　園舎等の老朽化対策に資するため、民間の認定こども園に対し、建築費用の一部

を助成します。

♦産婦人科開設支援事業補助金

5,000万円

　市内に産科医療施設を

開設する医療機関に対

し、開設費用の一部を助

成します。

農
農業振興農業振興

常総市の農業活性化に向けて

♦経営継承・発展等支援事業補助金

100万円

　農業者の高齢化と減少が見込まれる中、将来にわたって

地域の農地利用等を担う

経営体を確保するため、

経営体等の経営を継承し

発展させる取り組みを支

援します。

♦農業振興地域整備計画
　　　　　　　　　策定業務委託料

370万円

　市内の農業振興地域にお

いて、農業の健全な発展を

図るための見直しを実施し

ます。
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♦消防団詰所建設事業

4,500万円

市民の「安全・安心」のために防
防災対策防災対策

商
商工・観光商工・観光

　老朽化した常総市消防団第

15 分団詰所兼車庫の建て替え

を行います。

♦消防団活動被服等更新

1,242万円

　劣化が著しい消防団装備

品を更新することで、団員

の生命の安全と士気の向上

を図ります。

業

円

常総市の魅力が輝き、

賑わいと活力を創出するために

♦道の駅整備経費

　道の駅整備に向けた工事

費やその他関連業務経費で

す。

16億450万円

♦企業立地及び雇用拡大推進経費

　市内で事業所を新設・増

設する事業者に対して、奨

励金を交付し、企業の立地

や雇用拡大を図ります。

2,378万円

♦産業団地整備事業費

　新たな産業団地を整備し、企業誘致を進めるための事業です。

2,040万円

生
市民生活市民生活

誰もが住みよい常総市になるために

　任期満了に伴う選挙が予定されていま

す。

♦参議院議員選挙・
　　　茨城県議会議員選挙

4,689万円

♦障がい者自立支援給付費・
　　  障がい児通所給付費

14億6,600万円

　障がいのある方への居宅・施設サービ

スなどの費用を給付します。

♦道路維持事業費

2億846万円

　痛んだ舗装の補修や除草を行い

ます。

♦道路新設改良事業費

2億8,891万円

　市道の拡幅改良工事や新設工事

を行います。

令和 2年度に建て替えた詰所▶
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